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このたびは、;'谷室暖房機をおホめいただき、まことじありびと5ございました。 

この「取あ説巧書」をよ < お読みいたださ、正し< ご使用 < ださし、。 

なお、お読みになった後は「保証書」「工事説巧書」とともに大切に保存してくださし、。 
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涼風暖房機 (ミ谷室用） 摩面取付タイプ 1 

取扱説明書（工事説日月書-保証書別添付）お客様用 


各部の名称 


ご使用の前に 


運転のしかた 






















































ミ谷室暖房機を安全に正し < お使いいただ< ための 

安を上のごを意 


■ご使用の前に、この「を全上のごを意」を必ずお読みじなり、正し< ご使用 < ださし、。 
■ここに示したミ主意事項は、商品を安をじ正し < お使いいたださ、お使いじなる人々への 
危害や損害を未然に防止するため、必ずお奇 <0いただ < ことを説明してお0ます。 

肉容をよ<理解してから本夕をお読み<ださい。 

■表示肉容を無視して誤った使い方をしたとさじ生じる危害や損害の程度を、次の表示で 
区分して説日月してお0ます， 


A 警告 

A \ を意 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死亡または重傷を 
負ラ可能性び想定されるの容を示しています。 


この表示を無視して誤った取おいをすると、人び損傷を負ラ可能性 
および物的損害のみの発ちび想定されるの容を示しています。 


■ お守りいただ < 肉容の種類を、次の絵表示(例）で区分し説明しています。 


A この記号は、「警告の主意」をおすの容びあることを告げるちのです。 

図の中には具体的なを意の容（左図の場合は一般的なを意）び描かれています。 

0 この記号は、禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中には具体的な禁止の容（左図の場合は一般的な禁止）び巧かれています。 

© この記号は、行為を強制したり、指示した0する巧容を告げるちのです。 

図の中には具体的な強制の容（左図の場合は一般的な強制）び巧かれています。 
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A \ 警告 

0 

浴室壁面取は専用の暖房機です。浴室(外の場所には取はけないで < ださい。 

感電、火巧、故障の原因じな 0 ます。 

O 

取はけは、お買い上げの工事店または専門業ちに依頼し確実におこなって < ださし、。 

ご白分で取け工事をされた揚合不備びあると感電ゆ火が•落下の原因じなります。 

Q 

本体の電源接続は、;'谷室肉で絶巧1こおこなわないで < ださし、。 

感電や火巧の原因じなります， 


修理技術ち L ソ外の人は、絶巧に分解したり修理はおこなわないで < ださい。 

凳义したり異常動作をしてけびをすることびあります。 


修理技術ち U •(外の人は、本体やリモコンの改造は絶巧にはおこなわないで < ださし、。 

発义したり異常動作をしてけびをすることびあります。 

O 

六タルラス張り、ワイヤラス張〇、または金厲板張のの木造の造営物 1 こ取化ベース板固定 
ネジび電気的に接触しないよラ取はけて<ださい。 

漏電した場含駕乂することびあります。 


アース （ D 種接地）を確実に取巧け、漏電歴断器を設置して < ださし、。 

故障ゆ漏電のとさじ感電することびあります。 

Q 

運乾中に本体から異常や異臭び感じられたら、使用を中止し分電盤の専用ブレーカーを 
切って < ださし、。 

異常のまま運転を続けると火災や感電の原因じなります。 

0 

交流100ボルト L ソ外では使用しないで<ださし、。 

火がゆ感電•故障の原因じなのます。 

0 

戀 

有機溶剤ゆスプレーを本体のおくに置ひないでくださし、。 

爆凳や乂巧の原因じなります， 

本体やリモコンじ直接化やお湯、カビ取り剤などをかけないでください。 

故障ゆ感電の原因じな 0 ます。 

0 

リモコンは、床やミ谷槽 I こ落とさないで < ださし、。 

故障の原因になります。 

O 

幼巧や自分で操作のでさない方にはリモコンを持たせないで < ださし、。 

ゆけどや低温ゆけどをおこす恐れびあります。 

0 

フ□ントパネルに洗濯物などを引掛けないでくださし、。 

火災ゆ故障の原因じなります。 

国 

運転中および運乾停止後すぐに吹出□じさわらないで < ださし、。 

やけどをする恐れびあります。 

O 

お手入れの際は、必ずお電盤の専用ブレーカーを切の、足な I こ ミ 主意し、手袋などで手を 
保護してから巧って < ださい。 

不意に動作して、感電、辟けど、けびをする恐れびあります。 

o 

本体などじぷらさびらないでくださし、。 

落下ゆ転倒して、けがをする恐れびあります。 

o 

本体の吸込□や恢出□じ指ゆ物を入れないで<ださい。 

巧部に触れたりして、感電、やけど、けびの原因じなります。 

Q 

ヒーターの熱を直接受ける場所じちのを置かないで<ださい。 

変形 • 変質. 変色の原因じなります。 
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A 江思 

0 

運転中にフ□ントパネルをはずさないでください。 

感電、やけど、けびをする恐れびあります。 

0 

強い振動や衝撃をちえないで < ださし、。 

力ーボンランプヒーターび破損し、感電ゆ方ラス破片じよりけびをする恐れびあります。 

0 

長時間身体の同じところを暖め続けないで < ださし、。 

やけどゆ恆温ゆけどの恐れびあります。 

0 

長時間、送風を身体に当てないで < ださし、。 

健康を害する恐れびあります。 

〇 

長時閣使用しない揚含は、お電盤の専用ブレーカーを切っておいて < ださし、。 

漏電ゆ义巧の恐れびありす。 

〇 

霊び発生しているときは、すぐ1こ運輯を中止し分電盤の專用ブレーカーを切って < ださし、。 

故障の原因じなります。 

0 

ヒーターを直接見つめないで<ださい。 

目に悪い影響をちえる恐れびあります。 

0 

巧類乾燥など他の用途には使わないで < ださし、。 

加熱して、义巧の恐れびあります。 

0 

カーボンランプヒーターを指や棒などで触らないでくださし、。 

ヒーターの寿命び短くなったり、故障ゆ破損、ゆけどの原因じなります。 


お願い 


A 暖房運転をする隙は、ドア•空気取入□(ガラリ）や窓を閉めて<ださし、。 

能力び低下します。 


iOi 高温になる揚所(周囲温度40で L 乂上)で使用しないで<だし、。 

V V モーターの寿命を早妨たり、故障の原因じなります。 


/ C \ スチー厶ヴウブ付の;'谷室や温泉では使わないで<ださし、。 

故障の原因じなります。 

グ、リモコンは、生活防水構造となっております。浴室巧の設置ち巧能となって 
( M おりますび、お槽の上や直接水やお湯がかかる揚所に設置しないで<ださし、。 

一 巧障の原因じなります。 


•気密性や断熱性の悪い;'谷室 I こおいては、本磯の性能が十分に舜揮で夏ない揚含びあります。 
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各部の名称 




電源ランプ 

通電中は縁色点な 

運転ランプ 

運転中は縁色点な 

弱風ランプ 
微風ランプ 


I 」セツトスイツチ 
( P . 10参照） 



リモコン受化部 


強風ランプ 
ターボ ランプ 


手動運転スイッチ 
( P .9 参照） 
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各部の名称 
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ご使用の前(こ 


初期値 


製品出荷時には下表の初期値に設定されています。設定を変えた揚合、そのの容び記憶されます。 


モ 

- ド 

風 量 

ヒーター 

暖 

房 

微 

風 

1200 W 

涼 

風 

強 

風 

— 


運串丑 "6 一 


この;'谷室暖房機は、下記の運転モードびあります。リモコンで操作してくださし、。 


モー 


ちな用途 

風量 

カーボンランプヒーター 

暖 

房 

入;'谷前や入;'谷中の暖房 

微風/弱風/強風/ターボ 

nM -1 200 W (2 本点灯） 
ui ^’600 W (1 ネ点な） 

涼 

風 

夏揚など入;'谷中の送風 

微風/弱風/強風/ターボ 

OFF 


※消し忘れ防止として、各モードな約2時間で自動停止します。 

ヒーター ON のが態ひら停止する揚合は、約20秒間微風で送風運転後、停止します。 

※操作を行つてち運転びでさなしけ易合は、 P 1 0の「故障かな？と思つたら」を参照して < ださい。 


乾電池の入れ方 


① リモコン裏面の電池フタ固定ねじをコイン等 
でまわしフタを開けてくださし、。 

② は属の単4乾電池を2本入れて再度電旭フタを 
してください。 

• © © は正しく入れてくださし、。 

•長時間使用しなしけ易合は、乾電ミ也を取の外して 
おいてくださし、。 

乾電池の寿命は約1年で、リモコン使用頻度に 
より異なります。 



電ミ也ター$ブル 



水警告 

0 

♦乾電化は巧電しないでください。発熱、破損、液漏れじより义巧ゆけび、周囲をち損する原 
因になります。 

♦乾電ミ也交換のとさは、必ず新しい単四電；'也を2本同時に交換して < ださし、。 

古い乾電ミ也と混ぜて使用しますと発熱、破損、液漏れ等の恐れびあります。 

•万一、 乾電；'也ならちれた液び皮膚や衣類にせ着した厦合は、されいな水で洗い流し、目に 
入ったとさはされいな水で洗った後、ただちに医師の治療を受けて < ださし、。 























































運乾のしかた 


暖房運転 冬季や寒いときにお使い < ださし、 


① 〇轰 W/ 磊 J ^书5^ン娜す^、暖獲転が县ます。 

モードボタンを巧すごとに、カーボンランプヒーター1200 W / 600 W の 
切り營えびできます。 


② 


腹居 

1 200W/600W 一 


◎ 風量切畳^ポタンを押すごとに、微風一弱風一強風ーター 7 t ^ の I 隔に風量び切り替わります。 
\ 微/!1/強/ミ-ボ タ※ターボ風量で運転音び気になる方は強風ちし < は弱風運転にして < ださい。 

—ボタンを巧すことじより運転は停止します。 

V J ※消し忘れ防止として、各モードな約2時間で自動停止します。 

ヒーター ON のが態ひら停止する揚合は、約20秒間微風で送風運転後 
停止します。 


© 暖房^モ—ボタンびち)甲されると、前0の設をに)胃び記1意されていて、そのに)§で 
Vl 200 W /600 Wy 運転されます。 

•入;'谷中温風び直接身体じあたると気化熱の関係で肌喜く感じることびあり 
ます。その揚合は微風ちし< は弱風運転にして < ださい。 


※予備暖房として入;'谷する30〜90分前に暖房運転（ターボ風量）で;'谷室を暖めることをお 
すすめします。 

※ミ谷室温度び高くなりすぎるとカーボンランプヒーターび切れ、送風運転じなります。 

ミ谷室温度び下びると再び暖房運転を開始します。 


お原頁し、 

♦暖房運転時は必ずドア•空気取0入れ□(方ラ IJ ) ゆ窓を閉めて < ださい。 

♦暖房運おは;'谷室の広さ、機密性、断熱性、室温、外気温により、;'谷室び十分暖まらない揚合びあります。 
♦浴室に換気覇びある揚合は運転を止めて < ださい。暖房能力び落ちます。 


送風運乾 夏季や暑し、ときにお使いくださし、。（養琴襲をち®機能は） 



モードポタンで、涼風運転を開始します。カーボンランプヒーターは点なしません。 
入;'谷中風を直接身体じあてることじより、気化熱の関係で涼し< 感じます。 



ポタンを巧すごとに、微風一弱風一強風ーターの順に風量び切0營わ〇ます。 
※ターボ風量で運転音び気になる方は強風ちし< は弱風運転にして< ださし、。 
ボタンを押すことじより運転は停止します。 

※消し忘れ防止として、各モードな約2時間で自動停止します。 



モードボタンび再度巧されると、前回の設定の容び記憶されていて、 
その肉容で運転されます。 


お原頁し、 

♦設置揚巧や;'谷室の環境ま件じより I 住能び十分発揮されない揚合びあります。 
♦浴室に換気覇びある揚合には、本機と併用すると効果的です。 

♦空気取0入れ□(方ラ IJ ) ゆ窓を開けると効果的です。 
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その他 


受信音について 


I 」モコンからの信号を本体び受信したときは、巧の受信音び鳴ります。 
操作するとさは、本体び受信したことを必ず受信音で確認して < ださし、。 
① し齡,意つ ClPJf ) モードボタンを押したときの運転開始音 
ピッ•ピー 

◎ い亭止つ ボタンを巧しにときの運転停止音（自動停止ち含む） 

ピー 

感(:^:1^(1^などのボタンを押したときの切誓操作受付音 


手動運転について 



U モコンの破損ゆ紛失 • 電化切れで操作びでさな < なつた揚合、緊急巧丽 
で手動運転びできます。 

手動運転スイツチ巧 

手動運転巧に化の細い棒が(金属(外)のちの(ようじなど）を入れ、 
巧のスイッチを押して < ださし、。 


〈運転順〉 


微風：ヒーター巧 

一 

弱風：ヒーター無 


強風：ヒーター無 

一 

ターボ：ヒーター無 

— 

微風：ヒーター2本 


弱風：ヒーター2本 


強風：ヒーター2本 

一 

ターボ：ヒーター2本 


※連続 (5 秒 L 乂の)で巧すごとに手動で運転を切り曽えられます。 

※ら秒 U ■(上間隔をおいて手動運転スイッチび押された揚合は運転び停止します。 

この揚合再度リセットスイッチを押すと、前回の設定肉容び記憶されていて、そのの容で 
運転されます。 

※リモコンのごを文はお買し求めの販売店にごす目談 < ださし、。 


A を意 


•高いところでの作業となりますので、足揚 I こは十分;ま意して < ださい。 

•手動運転操作中は、モードじよりカーボランプヒーター部が点灯いたしますので、やけどなどじ十分ご 
を意< ださい。 
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故障かな？と思ったら 


症 が 

原 因 

処置方法 

ワイヤレスリモコンを押してち 

① 停電 

① 電源び復帰するまで待って < ださい。 

運転しなし、 

② 専用のブレーカーび切れ 

②専巧のブレーカーを「入」に 

(電源ランプび点口しなし、） 

ている 

して < ださし、。 

ワイヤレスリモコンを押してち 

① リモコンの電ミ也消耗 

① リモコンの電ミ也を交換して 

運転しない 


くださし、。 

(電源ランプび点なしている） 

② IJ モコンの電ミ也© 0び 

◎リモコンの電化の©©を正しく 


あっていない 

入れて < ださい。 


◎ IJ モコンを本体受化部に 

◎リモコンを本体受化部に正巧に 


向けていない 

向けて < ださい。 

※①、②、 ◎の赃置を行ってち運乾 
しない場合、本体、リモコンの 

I 」セットをしてください。（下記参照） 


④リモコンの雲';也ター5ナル 
部び破損、またはさびて 
いる。 

④ 新しいリモコンを購入してください。 



ットのしかた 


EMg び異常と思われる揚合は下記のリセット操作を巧ってくださし、。 


U セットスイッチ （ P .5 参照）を2〜3秒間巧すことじより、電源を遮断してリセット 
を巧います。 

この操作は、リセット巧に先の細い棒が(金属しソ外）のちの（ようじなど）を入れ、巧の 
U セットスイッチを巧してくださし、。 

•高いところでの作業となりますので、足揚じは十分を意して < ださし、。 


1 


リモコン 


乾電;'也を一度巧いて再度入れて < ださし、。 

このとさ、電化ターさブル部に異常はないか確認して < ださい。 
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メンテブンス 


お手入れのしかた 


吸込□じちれびつ < と、風量低下ゆ異窜音発ちの原因じなります。ミちれびついた揚合には、肩掃して < ださい。 


[ 么警告 ] 


A ミま局 


' ぉ願し、 > 

■運転停止樓、すぐに吹化□など 


■お手入れは分電盤の専用ブレーカ 


■アルコール、ベンジン、シンブー、 

の本体に触れないで < ださし、。 


—を切の、足元じを意し、手袋など 


办びき粉、化学洗剤などは使巧しな 

■本体ゆリモコンに直接水ゆお湯、 


で手を保護してから行ってくださし、。 


いでくださし、。 

カビ取り剤などをなけないで<だ 


■高いところでの作業となのますの 


■お手入れ穫、熱じよる乾燥はしなし、 

さし、。 


で、足場[こは+分ミ主意をして作業 


で < ださし、。 (変形、変色の原因） 

V _ J 


して < ださし、。 


V J 


ヒーター周辺ゆ本体の部の清掃は、お買い上けの販売店じご相談 < ださい。 


フ□ントパネル ’ u モコンの清掃 


参薄めた台所用洗剤（中性）をしみこませた、やわらかい巧をひたくしぼって拭いてくださし、。 
参変質•変色防止のためじ下國のよラなちのは、絶巧に使用しないで < ださし、。 

•化学そラきんは使用しないでくださし、。 


定格電圧 

AC 100 V 己 0/60 HZ 

運転モード 


消費電力 （ W ) 

風量 
( m ^/ h ) 

騒音 

服 




ヒーター1 本点な 

ヒーター 2本点な 



〔微風） 

606 

1206 

110 

30 


暖房 

〔弱風） 

610 

1210 

180 

38 



〔強風） 

622 

1222 

240 

45 



[ターボ） 

635 

1235 

280 

50 



〔微風） 

6 

110 

30 


ぷ風 

〔弱風） 

10 

180 

38 


〔強風） 

22 

240 

45 



(ターボ） 

35 

280 

50 

待機電力量 

3.2 W 

本体外形な法 

W 530 XH 305 XD 150( mm ) 

本体重量 

約5.01 <g 

適用面積目を 

ユニットバス 0.7 己〜1 . 己巧まで(お室の広さ•機密性•断熱性等の違いじより能力差び化ます) 
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メンテブンス 


保証と アフター サー ビス ( 必ずぉ読みください ) 


アフターサービス等について、おわかりにならないと妾は、お買い上げの販売店か保証書の連絡先 
にお問含わせください。 


f 

〇保証書 

(本体同晒） 

保証書は、必ず「お買い上げ曰•販売店名」等の記入をお確かめのラえ、販売店から 
受取っていたださ、肉ををよ < お読みの後大切に保管して < ださい。 

； 毎話無 H — お買い上け白から r 年聞ち 争。； 

@ 修理を依頼 
されるとき 

この取あ説日月書をよくお読みのラえ、「故障かな？ •••と思ったら」 （ P . 10 ) の点検 
をしていたださ、それでち故障と思われる揚合には運転を停止し、ご白分で修理な 
さらないでお買い巧めの販売店じご巧設<ださい。 


保証 
期間中 

保証書の規をに従ってお買い上げの販売店が修理をさせていたださますので、恐れ入 
りますび、保証書をご用意のラえ、お買い上けの販売店にご連絡 < ださし、。 

お買い上げの販売店じご依頼じならない揚合には、保証書の連絡先にご連絡< 
ださい。 


保証期間 
経過後 

お買い上けの販売店じご®頼 < ださい。修理すれば使巧でさる製品じついては、 

ご希望じよ 0 有料で修理致します。 

販売店にご巧頼じならない揚合には、保証書の連絡先にご連絡 < ださい。 

@ 補修用性能部品の 

I 保ち期間 

浴室暖房機の補修用性能部品（機能維持のために必要な部品）の保ち期間は裳 
造む切 0 後 6 年です。 


愛情点検 

長年ご使巧の;'谷室暖房機の点検を！ 

口 

このよラなをがは 
ありませんな 

♦運乾開始後回転音び不規則に 
間こえたり回転しない。 

♦運較中に異常音びした0振動びある。 
♦異臭びする。 

♦その他、異常を感じる。 

► 

このよラな症化のと含は、使巧を中止し、故 
障ゆ事故の防止のため、運転を厚止し、専巧 
のブレーカーをのり、必ずお買い上げの販売 
店または工事店に点検•修理を巧賴してく 


お買上げ 
販売 j 占名 

電話 

お買上げ 
年月曰 

年月 曰 

取はけ 
工事含な 

電話 

品番 


製造番号 
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